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五
十
嵐
久
也
理
事
長
の
ご
逝
去
を
悼
む

五
十
嵐
理
事
長
は
母
校
愛
が
大
変
強
か
っ
た
。

芝
浦
工
業
大
学
の
評
価
を
高
め
た
い
。
そ
の
思
い

は
常
に
一
貫
し
て
い
た
。
工
業
大
学
は
実
力
が
あ

る
の
に
、
世
間
の
評
価
は
い
ま
い
ち
で
あ
る
。
や

は
り
、
世
の
中
は
、
文
系
学
部
を
含
む
総
合
大
学

に
目
が
向
き
や
す
い
。
華
や
か
さ
も
あ
り
、
あ
る

意
味
、
当
然
で
あ
る
。
理
事
長
就
任
直
後
に
「
私

学
の
雄
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
す
る
が
、
学
内

か
ら
な
か
な
か
賛
同
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
に
、
歯

が
ゆ
い
思
い
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

私
が
、
学
長
に
就
任
し
て
半
年
ほ
ど
し
て
、
こ

の
件
の
相
談
を
受
け
た
。
こ
こ
で
、
提
言
し
た
の

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
舵
取
り
で
あ
る
。
長
年

の
固
定
概
念
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
国
外
か
ら

高
い
評
価
を
受
け
る
こ
と
、こ
れ
が
大
事
で
あ
る
。

世
界
に
は
、
有
名
な
工
業
大
学
が
多
い
。
M
I
T

やCal tech

が
そ
う
だ
。

す
る
と
、
理
事
長
は
「
自
分
が
鹿
島
で
評
価
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
、
資
材
の
調
達
先
と
し
て
海
外

に
目
を
向
け
た
こ
と
だ
っ
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
と
き
は
、
納
期
の
遅

れ
か
ら
冷
や
汗
を
か
い
た
が
、
あ
れ
が
大
き
な
転

機
と
な
っ
た
と
。交
渉
の
た
め
、ア
メ
リ
カ
に
渡
っ

た
こ
と
も
話
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
重
要
な
こ
と
は
研
究
力

の
強
化
で
あ
る
と
も
提
言
し
た
。
芝
浦
工
業
大
学

は
、
そ
の
実
力
に
比
べ
て
研
究
力
が
低
い
。
社
会

か
ら
も
、
教
員
や
高
校
生
か
ら
も
、
大
学
の
研
究

内
容
は
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
工
業
大
学
で

は
社
会
貢
献
の
一
環
で
も
あ
る
。こ
れ
に
も
、ま
っ

た
く
そ
の
通
り
と
理
解
を
示
し
て
く
れ
た
。
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
た
と
き
の
部
下
が
博
士
号
を
も
っ
て

い
た
が
、「
M
r
で
は
な
く
、
D
r
と
い
う
称
号

の
つ
い
た
名
刺
を
差
し
出
す
だ
け
で
相
手
は
信
用

し
て
く
れ
た
。
芝
浦
か
ら
も
優
秀
な
博
士
を
輩
出

し
た
い
」
と
い
う
夢
も
語
っ
て
い
た
。

そ
の
後
は
、
理
事
会
の
支
援
の
も
と
、
グ
ロ
ー

バ
ル
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
、
研
究
力
強
化
に
ま
い

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　

理
事
長
は
、
学
内
に
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自

信
が
み
な
ぎ
っ
て
き
た
こ
と
、
勢
い
の
あ
る
大
学

と
し
て
卒
業
生
や
ま
わ
り
の
人
た
ち
か
ら
評
価
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
い
ま
、
残
念
な
こ
と
は
、
理
事
長
の

夢
で
あ
っ
た
「
芝
浦
工
業
大
学
が
私
学
の
雄
」
と

な
る
姿
を
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
。し
か
し
、

そ
の
夢
も
か
な
う
と
信
じ
て
い
る
。If you can 

dream

 it, you can do it. 

そ
う
な
っ
た
ら
、
改

め
て
報
告
に
行
こ
う
と
思
う
。

2
0
1
9
年
12
月
10
日
、
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学

五
十
嵐
久
也
理
事
長
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
0

年
理
事
長
に
就
任
以
来
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
を
中
心
と

し
た
法
人
改
革
を
進
め
、
本
学
の
発
展
に
多
大
な
ご
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
度
の
急
逝
に
接
し
、
村
上
雅

人
学
長
、
鈴
見
健
夫
校
友
会
長
に
ご
寄
稿
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

私
学
の
雄
を
共
に
目
指
し
て	

学
長
　
村
上
雅
人
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昨
年
12
月
10
日
、
五
十
嵐
先
輩
は
目
の
前
を
駆

け
抜
け
る
よ
う
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

突
然
の
訃
報
に
私
は
茫
然
自
失
の
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
亡
く
な
る
4
日
前
に
電
話
を
頂
き
冗
談

を
言
っ
て
2
日
後
に
病
院
に
行
く
約
束
を
し
て
い

ま
し
た
。

私
が
五
十
嵐
先
輩
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は

32
年
前
の
校
友
会
関
西
支
部
総
会
で
し
た
。
俆
園

と
い
う
老
舗
の
中
華
料
理
店
で
し
た
。
当
時
五
十

嵐
先
輩
は
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
に
あ
る
大
阪
東

京
海
上
ビ
ル
の
現
場
所
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
超
高
層
ビ
ル
は
完
成
後
、
B
C
S
賞
、
大
阪

ま
ち
な
み
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

五
十
嵐
先
輩
も
私
も
道
産
子
で
、
五
十
嵐
先
輩

の
出
身
高
校
で
あ
る
札
幌
北
高
校
は
前
身
校
が
庁

立
札
幌
高
等
女
学
校
で
私
の
母
の
母
校
で
す
。
よ

く
、
私
の
先
輩
だ
け
ど
母
親
の
後
輩
じ
ゃ
な
い
で

す
か
と
言
い
な
が
ら
、
北
新
地
で
J
A
Z
Z
を

聴
き
な
が
ら
飲
み
歩
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
も
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
は
ほ
ぼ
同
じ
、

共
に
回
っ
た
ラ
ウ
ン
ド
数
も
2
0
0
回
を
超
え

ま
し
た
。
私
が
2
0
0
0
年
に
東
京
転
勤
に
な

り
先
輩
の
会
社
に
挨
拶
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
と

き
言
わ
れ
た
言
葉
が
「
芝
浦
卒
業
生
と
し
て
正
々

堂
々
と
頑
張
れ
よ
」
で
し
た
。
私
に
は
忘
れ
ら
れ

な
い
言
葉
で
す
。
2
年
後
五
十
嵐
先
輩
も
常
務
取

締
役
横
浜
支
店
長
と
し
て
単
身
赴
任
す
る
こ
と
に

な
り
上
京
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
共
に
校
友
会
本
部
で
の
活
動
が
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
後
、
五
十
嵐
先
輩
は
鹿
島
か
ら

三
井
住
友
建
設
代
表
取
締
役
社
長
、校
友
会
会
長
、

学
校
法
人
芝
浦
工
業
大
学
理
事
長
と
し
て
全
身
全

霊
で
仕
事
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

理
事
長
と
し
て
特
筆
す
べ
き
功
績
は
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
を
実
現
し
て
S
G
U
採
択
に
つ
な
げ
、

ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、

本
学
に
と
っ
て
の
最
大
の
功
績
者
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

ま
た
、
五
十
嵐
先
輩
の
最
大
の
美
質
は
人
に
対

す
る
温
か
い
優
し
い
思
い
や
り
で
す
。
私
に
と
っ

て
五
十
嵐
先
輩
は
人
生
の
良
き
教
師
で
あ
り
、
良

き
兄
貴
で
し
た
。

五
十
嵐
先
輩
、
ご
指
導
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
お
教
え
は
私
の
社
会
人
生
活
、
ま

た
芝
浦
工
業
大
学
に
と
っ
て
、
ど
れ
ほ
ど
貴
重
な

も
の
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

五
十
嵐
久
也
理
事
長
を
偲
ん
で	

校
友
会
長
　
鈴
見
健
夫

1940 年 北海道札幌市生まれ。1964 年 芝
浦工業大学工学部建築学科卒業。同年、
鹿島建設株式会社に入社。大阪支店（現・
関西支店）では建築施工部門に 27 年、管
理部門に 6 年、副支店長として 6 年在籍
の後、2002 年 常務取締役横浜支店長に
着任。05 年 顧問を最後に退任。06 年 三
井住友建設株式会社 代表取締役社長就
任。10 年 取締役相談役を最後に退任。
02 年 本学評議員に就任後、03 年理事を
経て、10 年から理事長。3 度の重任による
9 年 6 カ月に亘る在任期間中、創立 100 周
年を迎える 2027 年に「理工系私学のトッ
プになる」目標を掲げ、刻 と々変化する環
境に迅速に対応できる経営体制にするべ
く、他大学に先駆けて学校法人のガバナン
ス改革に取り組み、大学業界における先行
事例としての功績を残した。その後、財務
改革や附属中高の校舎移転、学部学科再
編による建築学部設立、事務職員の人事給
与制度改革など、幾多の大学改革の先導
役を果たした。

グローバル化にも自ら積極的に取り組んだ
（2017 年 11 月  90 周年記念式典）

学生の課外活動も積極的に支援
（2012 年 10 月  箱根駅伝予選会初出場）

教育研究環境の整備に尽力
（2019 年 11 月  豊洲第二校舎起工式）

多くの人に慕われて
（2015 年 7月  五十嵐理事長を祝う会）

五十嵐久也　理事長
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石
川
洋
美
名
誉
理
事
長
を
悼
ん
で

 
【 
寄 
稿 

】 

1933 年東京都生まれ。早稲田大学第二工学
部建築学科卒業後、1958 年に芝浦工業大学
専任助手に就任。1962 年講師、1968 年助教
授を経て 1979 年に工学部建築学科教授に就
任。専門分野は建築計画（観光調査計画）。
1978 年から学校法人芝浦工業大学の理事を
務め、さらに 1991 年から 4 期 12 年にわたり
理事長として芝浦工業大学を中心に設置各学
校のさまざまな改革をリードしてきた。とりわけ、
狭隘老朽化し長く懸案としていた芝浦キャンパ
ス（港区）の整備を、江東区豊洲への移転に
より解決に導く礎をつくりあげ、芝浦工業大学
3 キャンパス（芝浦、豊洲、大宮）体制の原型
を形作った。その他、人事、組織から財政に
至るまでの学校法人経営基盤の改善整備を
実現し、現在の学校法人芝浦工業大学の発
展の基礎をつくりあげた。2008 年、平成 20
年秋の叙勲において、旭日中綬章を受章。

石川洋美　名誉理事長
2
0
1
9
年
12
月
17
日
、
学
校
法
人
芝
浦
工
業
大

学
石
川
洋
美
名
誉
理
事
長
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
建

築
学
科
助
手
か
ら
理
事
長
に
な
る
ま
で
長
き
に
わ
た
り

本
学
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
石
川
名
誉
理
事
長
を
悼

み
、
か
つ
て
共
に
大
学
改
革
に
取
り
組
ん
だ
小
口
泰
平

名
誉
学
長
、
学
生
時
代
か
ら
の
師
弟
関
係
で
も
あ
る

枝
広
英
俊
名
誉
教
授
よ
り
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

思
い
起
こ
し
ま
す
と
51
年
前
の
教
授
会
の
折
、
石

川
洋
美
先
生
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
の
在
り
方
に
つ

い
て
論
じ
ら
れ
、
そ
の
先
進
性
、
大
学
教
育
へ
の
情

熱
に
感
動
致
し
ま
し
た
。

時
を
経
て
理
事
に
就
任
さ
れ
た
先
生
は
、
将
来
を

見
据
え
た
大
学
改
革
の
道
を
推
進
。
厳
し
さ
の
な
か

に
も
優
し
さ
を
込
め
た
取
り
組
み
は
、
今
日
の
基
盤

を
構
成
す
る
も
の
で
し
た
。
シ
ス
テ
ム
工
学
部
の
設

立
、
大
学
院
博
士
課
程
そ
し
て
先
端
工
学
研
究
機
構

の
創
立
に
あ
た
っ
て
は
常
に
前
向
き
の
ご
指
導
を
賜

り
ま
し
た
。
意
義
深
い
楽
し
い
思
い
出
は
、
創
立
70

2
0
1
9
年
12
月
17
日
、
芝
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
予
定
で
あ
っ
た
卒
業
生
の
会
「
建
築
会
」
常
任

幹
事
会
の
直
前
に
、
建
築
会
特
別
顧
問
で
も
あ
る
石

川
洋
美
先
生
の
訃
報
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
信

じ
た
く
な
い
気
持
ち
と
同
時
に
、
数
年
前
か
ら
病
魔

と
闘
い
な
が
ら
懸
命
に
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
ら
れ
て
い

た
姿
と
傘
寿
の
お
祝
い
で
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ま
れ
た
思

い
出
が
脳
裏
を
横
切
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
…
…
と
。

石
川
先
生
が
本
学
に
赴
任
さ
れ
た
の
は

1
9
5
8
年
で
、
早
稲
田
大
学
の
先
輩
で
あ
り
〝
芝

周
年
記
念
行
事
で
し
た
。
石
川
理
事
長
の
理
念
と
企

画
の
も
と
、
学
生
・
卒
業
生
・
教
職
員
・
関
係
機
関

が
一
体
と
な
り
、
記
念
式
典
、
校
友
会
交
流
、
論
文

コ
ン
ク
ー
ル
、
日
本
縦
断
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト

セ
ミ
ナ
ー
＆
国
際
コ
ン
テ
ス
ト
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
々
多
彩
で
し
た
。

本
学
の
教
育
・
研
究
・
運
営
の
新
た
な
道
を
拓
か

れ
た
在
り
し
日
の
石
川
洋
美
先
生
の
気
力
溢
れ
る
お

姿
、
迫
力
あ
る
お
言
葉
を
偲
び
、
衷
心
よ
り
の
敬
意

を
表
し
、こ
こ
に
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
掌

浦
工
業
大
学
建
築
学
科
創
世
の
父
〟
で
あ
る
故
・
三

浦
元
秀
先
生
を
支
え
な
が
ら
、
建
築
設
計
教
育
・
活

動
と
大
学
運
営
の
舵
取
り
を
2
0
0
3
年
ま
で〝
有

言
実
行
〟
さ
れ
た
先
生
で
し
た
。
学
校
・
学
生
愛
に

卓
越
し
、
大
学
づ
く
り
・
建
築
学
科
づ
く
り
に
ま
い

進
さ
れ
、
見
事
に
「
立
派
な
卒
業
生
の
育
成
」
と
、

理
事
そ
し
て
理
事
長
と
し
て
激
動
の
30
年
間
を
「
破

滅
の
淵
か
ら
の
芝
浦
の
再
生
」
に
尽
力
、「
旭
日
中

綬
章
」
も
受
章
す
る
な
ど
、
本
学
の
多
大
な
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
し
、
改
め
て

衷
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
・
研
究
・
運
営
の
新
た
な
道
を
拓
く	

名
誉
学
長
　
小
口
泰
平

石
川
洋
美
先
生
を
偲
ん
で	

名
誉
教
授
　
枝
広
英
俊
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梶原 遥さん　2016年3月  材料工学科卒業

24 SITニュース

10 特集 1

芝浦工業大学の研究力強化と人材育成

18 特集 2

産学官連携プログラムで活躍する学生
世界 12 カ国 88 人が集う Cross-cultural Engineering Project　　　 企業の課題解決に挑む 　　

ピアノをハックする　　　 自動演奏機能付ピアノをプログラミング 　　

シンガポールでデザイン提案商品の販売　　　 日本中小企業とシンガポールマーケット向け商品開発に挑戦 　　

5



「知と地の創造拠点」として
創立100周年に

世界レベルの研究拠点へ
創立100周年を迎える2027年に、アジア工科系大学トップ10の地位確立を目指す芝浦工業大学。

そのために掲げる5つの目標のひとつに、「知と地の創造拠点」があります。
世界レベルの研究拠点の形成、そして本学が位置する地域の課題解決に取り組む拠点の形成を目指して進む

芝浦工業大学の研究力について、現状と今後の展望を村上雅人学長に聞きました。

表 1）　 Times Higher Education 発表の各ランキングにおける芝浦工業大学の順位（2019 年）

世界大学ランキング アジア大学ランキング 日本大学ランキング

Engineering
& Science 

Computer
Science

Physical
Science 

うち
工科系大学
※外部機関調査

うち
私立大学

1001+ 801+ 601+ 801+ 351-400 45 44 13

［ 学長メッセージ ］
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合計 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

芝浦工業大学 1,930 346 370 375 404 435

東京理科大学 7,581 1,534 1,461 1,479 1,552 1,555

千葉工業大学 1,290 250 250 213 287 290

工学院大学 1,239 219 221 254 278 267

東京都市大学 1,178 203 204 215 286 270

東京電機大学 1,573 312 292 291 336 342

「知と地の創造拠点」として、
創立１００周年に世界レベルの研究拠点へ

世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
か
ら
見
る

芝
浦
工
業
大
学
の
評
価

芝
浦
工
業
大
学
は
1
9
2
7
年
に
「
社
会
に

学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術
者
の
育
成
」
を
建

学
の
精
神
と
し
て
、
有
元
史
郎
に
よ
り
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
建
学
の
理
念
を
尊
重
し
つ
つ
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
現
代
社
会
を
視
座
に
、
人
材

育
成
目
標
を
「
世
界
に
学
び
、
世
界
に
貢
献
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
理
工
学
人
材
の
育
成
」
と
し
て
、
大

学
運
営
な
ら
び
に
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
2
0
2
7
年
の
創
立
1
0
0
周
年
に
は
「
ア

ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
」
を
目
指
し
、
教
育

の
充
実
、
研
究
力
強
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
、
多

様
性
の
尊
重
を
進
め
る
大
学
と
な
る
べ
く
教
員
、

職
員
、
学
生
が
一
体
と
な
っ
た
改
革
を
進
め
て
い

ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
今
回
は
研
究
力
強
化
に
つ

い
て
話
を
し
ま
す
。
ま
ず
は
本
学
の
現
状
を
確
認

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

芝
浦
工
業
大
学
は
2
0
1
6
年
か
らTim

es 

H
igher Education

（
T
H
E
）
の
世
界
大
学
ラ

ン
キ
ン
グ
に
登
場
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
高
等
教

育
機
関
が
約
2
3
0
0
0
あ
る
と
言
わ
れ
る
な

か
で
、
ラ
ン
ク
イ
ン
で
き
る
の
は
世
界
の
ト
ッ
プ

6
%
の
大
学
で
す
。
2
0
1
9
年
の
ア
ジ
ア
ラ

ン
キ
ン
グ
で
は
3
5
1
〜
4
0
0
位
に
位
置
し
、

外
部
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
で

は
本
学
は
45
番
目
で
し
た
。
ト
ッ
プ
10
が
手
に
届

き
そ
う
に
も
感
じ
ま
す
が
、
上
位
に
は
か
な
り
優

秀
な
大
学
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
の
で
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
で
す
。
た
だ
、
本
学
が
遂
行
し
て
い
る
改
革

を
進
め
て
い
け
ば
、
2
0
2
7
年
に
は
到
達
可

能
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ン
キ
ン
グ
の
評
価
指
標
は
、
①
「
教
育
」、

②
「
研
究
業
績
」、
ま
た
、
研
究
の
注
目
度
を
測

る
③
「Citation

（
論
文
の
被
引
用
数
）」、④
「
競

争
的
資
金
の
獲
得
」、
⑤
「
国
際
性
」
な
ど
で
す
。

日
本
の
大
学
は
「
国
際
性
」
で
苦
戦
し
て
お
り
、

東
大
、
京
大
で
さ
え
も
順
位
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
は
分
野
ご
と
の
ラ
ン
キ
ン
グ
も
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。Tim

es H
igher Education

の
分

野
別
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
本
学
はEngineering 

&

 Technology

とPhysical Science

で

8
0
1
+
に
、
そ
れ
か
らCom

puter Science

で
は
健
闘
し
て
お
り
6
0
1
+
に
ラ
ン
ク
イ
ン

し
て
い
ま
す
。

研
究
力
の
概
況

広
が
る
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

私
立
理
工
系
ト
ッ
プ
の
国
際
共
著
率

表
2
は
各
大
学
の
論
文
数
―
―
研
究
力
を
反
映

し
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
、過
去
5
年
間（
2
0
1
4

年
か
ら
2
0
1
8
年
）
の
論
文
数
が
2
0
1
9

年
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
の
評
価
に
使
わ
れ
ま
す
。

ラ
ン
ク
イ
ン
の
条
件
が
「
過
去
5
年
間
に
論
文
を

1
0
0
0
本
以
上
発
表
し
て
い
る
こ
と
」
で
す

か
ら
、
本
学
は
1
9
3
0
本
と
優
に
超
え
て
い

ま
す
。

こ
の
表
で
特
筆
す
べ
き
は
、
芝
浦
工
業
大
学
だ

け
が
論
文
数
が
毎
年
順
調
に
増
え
て
い
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
は
、
大
学
全
体
で
研
究
力
強
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
成
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
表
3
はCitation

（
論
文
被
引
用
数
）

で
す
。
こ
れ
は
研
究
の
注
目
度
を
反
映
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
東
京
理
科
大
学
が

表 2）　 2014 ～ 2018 年度の論文数
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合計 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

芝浦工業大学 5,877 1,948 1,385 1,408 708 428

東京理科大学 45,799 16,553 11,308 10,330 5,400 2,208

東京電機大学 7,029 3,093 848 2,537 420 131

工学院大学 4,529 810 1,708 1,057 668 286

千葉工業大学 4,048 1,425 1,019 650 675 279

東京都市大学 3,371 1,073 884 706 554 154

合計 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

芝浦工業大学 22.3% 19.9% 20.5% 21.6% 22.3% 26.2%

東京理科大学 20.5% 20.0% 17.2% 20.1% 21.8% 22.9%

千葉工業大学 18.9% 18.8% 21.2% 17.8% 16.4% 20.3%

工学院大学 18.4% 10.0% 21.7% 15.7% 20.9% 22.5%

東京都市大学 16.5% 17.2% 16.7% 15.8% 15.0% 17.8%

東京電機大学 15.7% 17.6% 14.7% 17.5% 15.2% 13.7%

9.6

2008年
0

5

10
（億円）

4.5

2013年 2018年

図 1）　 外部競争的研究資金の獲得額推移

表 3）　  2014 ～ 2018 年度の被引用数

表 4）　 2014 ～ 2018 年度の研究発表の国際共著率

4
5
8
0
0
と
、
す
ご
い
数
で
す
。
そ
し
て
東

京
電
機
大
学
も
本
学
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
当
然

年
を
経
る
ご
と
にCitation

は
高
く
な
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
注
目
さ
れ
る
論
文
が
発
表
さ
れ
る

と
、
あ
る
年
度
の
引
用
数
が
高
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
大
学
と
し
て
は
突
発
的
で
は
な
く
、
恒
常
的

に
注
目
さ
れ
る
論
文
を
発
表
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
そ
の
点
、
本
学
は
今
後
に
期
待
で
き
る

と
思
う
の
が
表
4
の
デ
ー
タ
で
す
。
　
　

論
文
の
被
引
用
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、
国

際
共
同
研
究
が
重
要
で
す
。
国
際
共
著
率
を

表
4
に
示
し
ま
す
が
、
本
学
は
2
0
1
4

年
の
1
9.
9
%
か
ら
2
0
1
8
年
に
は

2
6.
2
%
へ
と
順
調
に
伸
び
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
値
は
、
表
の
な
か
で
最
も
高
い
値
で
す
。

常
日
頃
、
教
員
に
は
「
ぜ
ひ
海
外
に
出
か
け
、
国

際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
は
海

外
の
大
学
・
研
究
機
関
に
長
期
間
滞
在
す
る
在
外

研
究
を
奨
励
し
て
お
り
、
多
く
の
教
員
が
海
外
に

出
か
け
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
国
際
共
同
研
究
が
盛
ん

に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

Citation

も
向
上
す
る
は
ず
で
す
。
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ま
た
、
研
究
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
外
部

の
競
争
的
研
究
資
金
獲
得
も
重
要
で
す
。
本
学
は
、

2
0
0
8
年
は
5
億
円
を
下
回
っ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
は
10
億
円
程
度
ま
で
向
上
し
て
き
ま
し

た
（
図
1
）。
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、
こ
れ

が
高
い
評
価
を
受
け
る
1
つ
の
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
学
内
環
境
な
ら
び
に
、
組
織
的

支
援
制
度
を
拡
充
し
、
さ
ら
な
る
研
究
資
金
獲
得

に
向
け
て
、
大
学
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

2
0
2
7
年
の

「
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
」
に

向
け
た
、
研
究
力
向
上
策
と
基
本
方
針

工
科
系
大
学
に
と
っ
て
、「
研
究
と
教
育
は
不

可
分
」
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
教
員
は

研
究
を
通
し
て
自
ら
を
磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
世
界
の
工
業
大
学
で
は
最
先
端
研
究
の
場

で
学
生
を
鍛
え
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い

ま
す
。
究
極
の
と
こ
ろ
、研
究
は
す
べ
て
「
ひ
と
」

に
依
存
し
ま
す
。
大
学
の
将
来
や
研
究
力
強
化
に

と
っ
て
、
教
員
、
職
員
、
学
生
と
い
う
研
究
の
当

事
者
で
あ
る
「
人
を
大
切
に
す
る
」
こ
と
こ
そ
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
学
と
し
て
、
S
D
G
s
や
I
o
T
、

Q
O
L
の
向
上
な
ど
の
出
口
を
意
識
し
た
研
究

の
組
織
的
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
選
定
し
た

テ
ー
マ
ご
と
に
チ
ー
ム
を
作
り
、
大
学
と
し
て
研

究
費
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
個
人
の
独

創
的
な
研
究
や
、
必
ず
し
も
出
口
を
意
識
し
な
い

基
礎
研
究
も
大
変
重
要
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
個
々

の
教
員
の
ア
イ
デ
ア
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
シ
ー

ズ
と
し
て
育
て
て
い
く
予
定
で
す
。

そ
し
て
各
教
員
の
研
究
、
教
育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
、

大
学
運
営
、
社
会
貢
献
活
動
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る

エ
フ
ォ
ー
ト
管
理
と
、
そ
れ
に
対
す
る
適
正
な
評

価
も
必
要
で
す
。
例
え
ば
研
究
で
外
部
予
算
を
た

く
さ
ん
獲
得
で
き
る
教
員
に
は
、
そ
の
活
動
に
集

中
で
き
る
よ
う
、
組
織
的
な
支
援
を
充
実
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
力
向
上
策
の
一
環
と
し
て
、
豊
洲
、

大
宮
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
「
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
」（
共

通
機
器
セ
ン
タ
ー
）
を
整
備
し
ま
し
た
。
研
究
室

に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
研
究
・
実
験
機
器
を
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
に
集
約
し
て
大
学
が
維
持
費
や
消
耗
品
費

を
負
担
し
、
多
く
の
教
員
や
学
生
が
自
由
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
競
争
的
資
金

の
間
接
経
費
を
有
効
利
用
し
、
こ
う
し
た
施
設
設

備
だ
け
で
は
な
く
、
予
算
管
理
な
ど
の
事
務
負
担

の
軽
減
も
支
援
す
る
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か

ら
の
研
究
環
境
の
整
備
も
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
研
究
力
強
化
の
た
め
に
は
、
大
学
院

の
充
実
が
と
て
も
重
要
で
す
。
先
生
ひ
と
り
で
は

研
究
は
で
き
ま
せ
ん
。
優
秀
な
大
学
院
生
と
と
も

に
、
最
先
端
研
究
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
大
学
院
生
に
は
、
積
極

的
に
国
際
会
議
で
の
成
果
発
表
や
論
文
発
表
を
奨

励
し
、
財
政
的
な
支
援
も
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
本
学
の
大
学
院
進
学
率
は
30
％
程
度
で
す

が
、
将
来
的
に
は
60
％
程
度
ま
で
高
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
理
工
系
分
野
に
お
い
て
国
際
社
会

で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
大
学
院
に
お
い
て
知
の

活
用
と
最
先
端
研
究
を
経
験
す
る
こ
と
は
非
常
に

重
要
だ
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
研
究
ス

ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。そ
こ
で
、

豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
に
第
二
校
舎
（
仮
称
）
の
建

設
を
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
3
月
に
完

成
予
定
で
す
。
現
在
、
1
6
0
0
名
の
留
学
生

が
本
学
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
さ

ら
に
数
多
く
の
優
秀
な
留
学
生
や
研
究
者
が
本
学

を
訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
推
進
と
と

も
に
、
企
業
と
の
最
先
端
研
究
も
進
め
る
た
め
に

も
、
研
究
ス
ペ
ー
ス
の
拡
充
は
必
要
と
な
り
ま

す
。
新
研
究
棟
が
本
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
研
究

力
強
化
に
大
い
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、「
ア
ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
」

を
目
指
す
た
め
に
は
、
研
究
力
強
化
だ
け
で
は
な

く
、
教
育
の
質
保
証
と
充
実
、
グ
ロ
ー
バ
ル
環
境

の
促
進
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
な
ど
も
重
要
で

す
。
こ
れ
ら
は
大
学
と
し
て
積
極
的
に
進
め
て
い

く
施
策
で
す
の
で
、
教
員
、
職
員
、
学
生
が
一
体

と
な
り
、教
職
学
協
働
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、

2
0
2
7
年
の
目
標
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「知と地の創造拠点」として、
創立１００周年に世界レベルの研究拠点へ
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芝浦工業大学の
特集①

研究力強化と人材育成
国際共同研究を通じた世界レベルの研究拠点形成と、地域の自治体や中小企業との共同研究を通じた

社会貢献を両輪とする「知と地の創造拠点」を目指す芝浦工業大学。
研究ビジョンと枠組み、そして研究ブランドの確立を目指す研究力強化の取り組みを紹介します。
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特集①  ｜  芝浦工業大学の研究力強化と人材育成

社会実装を
目指す

産学共同研究の 
推進

研究拠点環境の
整備

ダイバーシティと
グローバル人材

育成

外部組織との連携促進
出口からの発想を反映

企業研究者／ポスドク研究員／大学院生／留学生／学部生／教員
多様な研究者の参画

研究企画

課題探索
原理確認
要素技術論文

コア技術
知財形成

論文／特許／意匠など

プロトタイピング

試作／サンプルなど

知財戦略 出口戦略

企業

研究機関

他大学

行政・自治体

海外大学・企業

プロトタイプ
社会実装
人材／広報

ニーズ
資金
人材

社会実装と人材育成を実現する  芝浦型グローバル・エンジニアリング・リサーチセンター

地球課題解決型の
グローバル研究・人材育成

「SIT 研究ビジョン」3 つの重点方策

社会実装と人材育成の枠組み  芝浦型グローバル ERC

研究スペースの確保やテ
クノプラザの共用実験装
置を充実。学部・学科・
研究室の垣根を越えた
研究者の交流拠点を構
築します。

▼

 地域連携と国際連携の
両面から産業界との共
同研究を推進し、課題解
決型の研究アプローチを
取り入れた実践的な研
究力を強化します。

▼

研究成果の発展に不可欠
な、多様な人材との交流。
外国人研究員・大学院生
を増やして、提携する海外
の大学と研究成果を共有
し、研究の進化および深
化の機会を増やします。

▼

テップアップし、大学の研究成果を企業がいち早く導入
できる社会実装の仕組みの構築が、その特色です。
　人材育成としては、本学の強みである国際連携を最
大限に活用し、企業の研究者、日本人学生、留学生が共
に研究する場を提供。学生は先端研究を通して「知の活
用」の実践に触れ、世界で活躍する人材に成長します。

浦型グローバル・エンジニアリング・リサーチセン
ター（グローバルERC）は、「世界に学び、世界に

貢献するグローバル理工学人材育成」という社会的使命
を果たし、「SIT研究ビジョン」を具体化する研究、社会
実装、人材育成の枠組みです。研究を 1.課題探索・原理
確認、 2.コア技術・知財形成、 3.プロトタイピングでス

浦工業大学は、「知と地の創造拠点」
構築を具現化するための研究力強化

プラン「SIT研究ビジョン」を策定し、研究成
果の社会実装と人材育成を目指しています。
　社会実装を目指す産学共同研究の推進、
研究拠点環境の整備、ダイバーシティとグロー
バル人材育成に重点的に取り組み、「地球課
題解決型のグローバル研究・人材育成」推進
という目標を達成します。

芝

芝
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アーバン・エコ・モビリティ研究拠点の形成

都市の課題

パワー・エレクトロニクス領域

高機能性材料領域

自動走行領域

ロボット・ネットワーク領域

広報 地域連携 受験生・保護者／
在学生／自治体／
地域住民／企業／
海外提携大学

産学官連携 グローバル連携

研究領域 研究成果

SIT総合研究所
アーバン・エコ・モビリティ

研究センター

複合領域産学官民連携推進本部
ブランディング戦略センター

活
力
あ
ふ
れ
る

次
世
代
都
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
実
現

交通渋滞

ラスト1マイル
問題

コミュニティ
喪失

インフラ
老朽化

エネルギー
負荷

環境負荷

高齢化
コミュニティ
交流／形成

モビリティの
円滑化

大幅な
省エネ

ステークホルダー

「都市の交流・物流・環境をエンジニアリング技術で支える」
アーバン・エコ・モビリティ研究拠点の形成

環境との調和を図り、都市における人やモノの円滑な
移動、住民から来訪者まで多様な人々の交流を支える
「アーバン・エコ・モビリティ技術」の研究開発を進めま
す。これにより活力ある都市コミュニティの実現に貢献
し、ステークホルダーに「モビリティ研究の芝浦工業大
学」のイメージを創ります。さらに芝浦型グローバルERC
の枠組みのもとに、バイオインテリジェンス、ソフトマシ
ン、高機能性分離膜など新たな領域での研究拠点形成
のための研究を推進しています。

浦型グローバルERCは2018年から、▽組織的な
研究体制の構築、▽研究の大規模化、▽対外広

報や情報発信の充実による大学のイメージ強化により、
本学のブランド力向上につなげる研究ブランディングの
取り組み「アーバン・エコ・モビリティ研究拠点の形成」
を進めています。目指すのは都市の移動を研究する「モ
ビリティ研究の芝浦工業大学」のブランド確立です。
　学内のエンジニアリング技術（パワーエレクトロニク
ス、材料、ロボット・ネットワーク、システムなど）を結集。

芝
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特集①  ｜  芝浦工業大学の研究力強化と人材育成

さらなる研究環境の整備とグローバル人材育成

2019年11月に着工し、2022年3月に完成する予定で
す。この豊洲第二校舎（仮称）において、英語で学部
教育を行う先進国際課程（工学部）の研究室設置や、
研究室の区切りをなくし意見交換が自由に行えるオー
プンラボ設置により、さらにグローバル教育・大学院
教育を充実させ、研究力を強化する計画です。（24
ページに外観イメージやオープンラボのイメージ、概
要を載せています）
　また大学院の充実と合わせてさらなる共同研究の
推進を図るため、優れた研究水準と研究環境を有す
る外部研究機関において学生が研究を実施する外部
連携研究も積極的に進めています。

らに研究力の強化と人材育成を進めるため
に、研究環境の整備や外部研究機関との連携

にも取り組んでいます。
　そのひとつが、テクノプラザ（共通機器センター）
の整備です。テクノプラザは、高額な最先端の研究・
実験機器や装置を個々の研究室に閉じるのではなく、
教員や学生が自由に利用できるように集約して一括管
理する研究施設です。問題解決につながるさまざまな
研究設備を整備して専門スタッフを配置し、教員だけ
でなく学生の教育･研究環境を向上しています。
　そして、ひっ迫する研究スペースを解消するため
豊洲キャンパスで第二校舎の建設が始まりました。

さ

学生も最先端機器が利用できる豊洲テクノプラザ
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人 の 心 を
「 モ デ ル 化 」す る 。

SIT Academic Column
感情はコミュニケーションに欠かせない手
段の一つだが、その推定が困難を極めるこ
とは論をまたない。しかしいま、芝浦工業
大学の研究で人の感情をリアルタイムに精
度良く推定する技術が実現している。そして
IoT（Internet of Things）や AI（人工知能）
が隆盛する時代にあって、大量のデータ分
析による基礎的な法則の発見から、モデル
化、学習、予測によってこの技術を人や社
会の QoL（Quality of Life）向上の実現
に応用する研究が進められている。
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SIT Academic Column 人の心を「モデル化」する。

人
の
感
情
を
推
定
す
る
難
し
さ

　

「
今
日
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」「
焦
ら
な
く
て
も

大
丈
夫
で
す
よ
」。
歩
行
の
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む

人
の
気
持
ち
を
読
み
取
っ
て
励
ま
す
声
の
主
は
、

そ
の
少
し
前
方
を
随
伴
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
だ
。
心
配

し
て
そ
ば
に
戻
っ
て
く
る
姿
を
見
て
、「
気
遣
わ
れ

た
」
人
は
心
地
良
さ
を
感
じ
る
―
―
こ
れ
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
の
一
場
面
で
は
な
い
。
工
学
部
情
報
工

学
科
の
菅
谷
み
ど
り
教
授
が
開
発
し
た
人
の
感
情

を
推
定
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
振
る
舞
う
声
が
け
ロ

ボ
ッ
ト
の
様
子
だ
。

菅
谷
教
授
は
I
o
T
・
A
I
時
代
に
お
い
て
最

先
端
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
技
術
、
セ
ン
サ
ー
技

術
を
駆
使
し
た
革
新
技
術
を
生
み
出
す
研
究
開
発

を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
脳
波
、
心
拍
と

い
う
生
体
信
号
を
計
測
し
た
セ
ン
サ
ー
値
か
ら
感

情
を
推
定
す
る
技
術
を
考
案
し
た
。
冒
頭
の
声
が

け
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
そ
の
技
術
の
応
用
の
一
例
だ
。

こ
れ
ま
で
も
心
理
学
を
は
じ
め
と
す
る
認
知

科
学
分
野
で
は
、
人
の
心
の
モ
デ
ル
や
感
情
に
つ

い
て
多
く
の
先
行
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
感
情
の
推
定
に
は
、
そ
の
発
露
と
し
て
捉
え
る

表
情
の
解
析
や
言
語
処
理
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
、例
え
ば
日
本
を
は
じ
め
と
し
て
「
顔

で
笑
っ
て
心
で
泣
く
」
よ
う
な
、
感
情
を
露
わ
に

15



覚醒 脳波今回考案した手法

楽

喜怒

哀

眠気
飽き
リラックス

落ち着き

気楽

イライラ

満足
快不快

喜び

幸福

興奮
驚き

たるみ
退屈

憂うつ

悲しみ

不愉快

不満

怒り
心配

恐れ

心
拍
・
脈
拍

た
め
の
心
理
学
・
認
知
科
学
の
知
見
や
、
分
析
の

た
め
の
信
号
処
理
、
情
報
科
学
、
セ
ン
サ
ー
工
学

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
見
の
統
合
を
必
要
と

す
る
、
学
際
的
な
研
究
だ
。
研
究
の
遂
行
や
応
用

に
向
け
て
は
、
学
生
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
室
の

メ
ン
バ
ー
と
も
日
々
議
論
を
交
わ
し
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
続
け
る
。
そ
し
て
そ
の
学
際
性
が

ゆ
え
、
国
内
外
の
研
究
者
や
企
業
の
協
力
も
仰
ぎ

な
が
ら
研
究
を
進
め
る
な
ど
、
共
同
研
究
先
は
多

岐
に
わ
た
る
。
こ
の
技
術
に
よ
っ
て
大
量
に
取
得

で
き
る
情
報
を
A
I
に
学
習
（
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
さ
せ
た
、
よ
り
高
度
な
A
I
技
術
を
活

用
し
た
感
情
推
定
手
法
も
考
案
中
だ
。
I
o
T
や

A
I 

が
隆
盛
す
る
い
ま
、
そ
れ
を
活
用
し
た
大
量

の
デ
ー
タ
（
情
報
）
の
取
得
、
分
析
、
学
習
が
容

易
に
な
っ
て
い
る
。
菅
谷
教
授
が
主
眼
を
置
く
の

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
基
礎
的
な
法
則
を
発
見
し
、

心
を
式
で
表
現
す
る
＝
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
だ
。

こ
う
し
て
心
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
こ
の

技
術
の
応
用
範
囲
は
、
冒
頭
の
人
の
気
持
ち
に
応

じ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
に

広
が
る
。
人
の
心
が
分
か
れ
ば
、
と
仮
定
し
た
と

き
に
思
い
浮
か
ぶ
「
で
き
る
こ
と
」
は
、
枚
挙
に

暇
が
な
い
だ
ろ
う
。
自
身
の
気
持
ち
が
分
か
る
こ

と
で
感
情
の
制
御
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
と
な

る
し
、
製
品
と
向
き
合
っ
た
人
の
素
直
な
気
持
ち

す
る
こ
と
を
は
ば
か
る
文
化
圏
の
人
が
い
た
り
す

る
な
ど
、
的
確
に
表
現
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
人

間
の
複
雑
な
感
情
を
推
し
量
る
こ
と
は
、
本
質
的

に
難
し
い
。
自
分
自
身
で
も
説
明
す
る
こ
と
が
難

し
い
感
情
を
抱
き
「
も
や
も
や
し
た
」
気
持
ち
に

な
る
こ
と
も
あ
り
、い
わ
ん
や
他
人
を
や
、で
あ
る
。

感
情
を
脳
波
・
心
拍
か
ら

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
、
精
度
良
く
推
定

　
　
　

し
か
し
菅
谷
教
授
の
研
究
で
は
心
拍
や
脳
波
を

計
測
し
た
セ
ン
サ
ー
値
か
ら
、
感
情
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
精
度
良
く
推
定
で
き
る
。
そ
の
推
定
手

法
は
こ
う
だ
。「
快
／
不
快
」
の
気
持
ち
を
横
軸

に
、
覚
せ
い
し
て
い
る
か
眠
気
を
感
じ
て
い
る
か

の
「
覚
せ
い
度
」
を
縦
軸
に
し
た
2
軸
上
に
、
喜

怒
哀
楽
の
感
情
を
分
類
し
た
「
ラ
ッ
セ
ル
の
円
環

モ
デ
ル
」。
心
理
学
で
長
年
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

の
定
番
モ
デ
ル
の
「
快
／
不
快
」
に
心
拍
を
計
測

し
た
値
、「
覚
せ
い
度
」
に
脳
波
を
計
測
し
た
値

を
プ
ロ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
、
モ
デ
ル
上
に
分
類
さ

れ
た
感
情
が
特
定
で
き
る
。
セ
ン
サ
ー
値
を
使
う

こ
と
か
ら
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
推
定
で
き
、
例
え
ば

「
怒
り
の
情
動
は
そ
の
高
ぶ
り
と
落
ち
着
き
が
速

い
」
な
ど
、
時
間
を
追
っ
た
感
情
の
変
化
も
確
認

で
き
た
。

脈
拍
か
ら
、
あ
る
い
は
脳
波
の
ど
ち
ら
か
一
方

の
み
か
ら
感
情
推
定
す
る
研
究
は
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
そ
の
両
方
を
掛
け
合
わ
せ
て
感
情

を
推
定
す
る
こ
の
特
異
な
最
先
端
技
術
は
発
表
以

来
、
複
数
の
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
り
、
海
外

の
学
会
で
表
彰
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
、
注
目
を
集

め
て
い
る
。

I
o
T
、
A
I
を
活
用
し
た

デ
ー
タ
解
析
で
、

心
を
モ
デ
ル
化
す
る
こ
と
が
主
眼

　
　
　

こ
れ
の
応
用
に
は
、
感
情
の
特
徴
を
理
解
す
る

ラッセルの円環モデルに生体センサー値をプロットし、リアルタイムに精度良く感情を推定
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る
こ
と
も
夢
の
話
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
、
人
の
心
の
複
雑
な
変
化
を
計
測
、

特
徴
を
分
析
し
て
基
礎
的
な
法
則
を
発
見
し
、
さ

ら
に
モ
デ
ル
化
や
学
習
、
予
測
を
す
る
研
究
を
行

う
菅
谷
教
授
。
そ
し
て
こ
の
技
術
を
通
し
て
人
や

社
会
の
Q
o
L
向
上
に
役
立
て
る
た
め
の
実
現

方
法
を
工
学
的
に
考
え
、
社
会
的
に
貢
献
で
き
る

技
術
と
し
て
感
情
推
定
技
術
を
社
会
に
還
元
し
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
人
は
言
語
や
非
言

語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
使
し
て
、
感
情

を
意
思
や
思
考
な
ど
と
共
に
伝
え
合
っ
て
き
た
。

多
く
の
人
の
感
情
が
解
析
さ
れ
、
こ
の
技
術
が
広

く
応
用
さ
れ
た
社
会
が
実
現
し
た
と
き
に
は
、
人

の
心
に
寄
り
添
え
る
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
は
ぐ
ん
と

低
く
な
る
だ
ろ
う
。

が
分
か
る
感
性
評
価
に
も
応
用
が
可
能
だ
。
そ
し

て
感
覚
の
刺
激
と
感
情
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

視
覚
や
嗅
覚
な
ど
を
利
用
し
た
感
情
の
抑
制
・
安

定
化
を
通
じ
て
、
そ
の
人
の
感
情
に
応
じ
た
ス
ト

レ
ス
オ
フ
や
メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の

感
情
の
制
御
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
高
度
な

A
I
技
術
に
よ
っ
て
モ
デ
ル
化
さ
れ
た
心
を
デ

バ
イ
ス
へ
適
用
す
れ
ば
、
機
械
に
感
情
を
も
た
せ

SIT Academic Column 人の心を「モデル化」する。

専門は感性工学、情報学、基盤ソフトウエア。
早稲田大学大学院理工学研究科 情報・ネッ
トワーク専攻 博士後期課程修了。2010 年、
博士（工学）。CREST ディペンダブルシステ
ム研究開発センター 研究員、早稲田大学助
手、非常勤務講師、横浜国立大学講師を経て、
2013 年芝浦工業大学工学部情報工学科准教
授に就任。2017 年、教授。

菅谷みどり 教授
工学部 
情報工学科

profile

AI を中心にしたデータ解析で、人の心をモデル化する
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産
学
官
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

活
躍
す
る
学
生

知識を得るだけの学びでは

なく、アイデア力のある実践

的な人材を育成するために芝

浦工業大学では多くの企業・

自治体と連携したプログラム

が実施されています。学んだ

知識を社会で応用する、社

会問題の解決につなげるとい

う発想を育みます。

ross-cultural Engineering 

P
ro
ject

、
通
称
「
大
宮
グ

ロ
ー
バ
ル
P
B
L
」
は
2
0
1
4
年
の
初

開
催
以
来
、
質
・
量
と
も
に
進
化
を
続
け

て
い
ま
す
。
参
加
者
が
88
人
と
な
っ
た
今

回
は
、
14
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ

違
う
企
業
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
毎
年
課
題
を
提
供
し
て
い
る
カ
ネ

パ
ッ
ケ
ー
ジ
株
式
会
社
は
、
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
の
段
ボ
ー
ル
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
再
利

用
す
る
ア
イ
デ
ア
を
今
回
の
課
題
と
し
ま

し
た
。
中
間
発
表
で
は
、
そ
の
ま
ま
の
大

き
さ
で
机
と
し
て
再
利
用
す
る
と
い
う
ア

イ
デ
ア
発
表
に
教
員
か
ら
「
若
者
ら
し
い

面
白
み
の
あ
る
発
想
が
足
り
な
い
」
と
厳

世界 12 カ国 88 人が集う
Cross-cultural Engineering Project

　　 企業の課題解決に挑む 　　

2019 年 12 月12 日から 9 日間、日本を含む世界 12 の国・地域、
25 大学・１企業から集まった 88 人が、芝浦工業大学で開催した
Cross-cultural Engineering Project （CEP）に参加しました。大
宮キャンパスでは、企業や団体の抱える課題の解決策をグループ
に分かれた参加者たちが提案。プログラム中盤、2 泊 3 日で滞在
した那須高原では、変化対応力を養う“インプロビゼーション教育 ”
を念頭においた、那須地区・企業・団体との連携ワークショップも
行われました。

■課題提供企業・自治体

株式会社リコー、株式会社本田技術研究所、株式会社タムロン、
カネパッケージ株式会社、株式会社興電舎、
スミス・アンド・ネフュー株式会社、笛木醤油株式会社、
OpenStreet株式会社、South Speak English Institute Inc.、
埼玉縣信用金庫、栃木県、那須町、埼玉県、さいたま市

■那須高原ワークショップ

ワークショップ1（ストーリーテリング） ： 藤和那須リゾート 

「冬を楽しむストーリーを探せ」

ワークショップ2（ワイガヤ） ： 那須高原次世代交通協議会×Azit (CREW) 

「次世代モビリティのビジネスモデルを探せ 
（自動運転，  シェアレンタカー&サイクル，  IoTなど）」

ワークショップ3（ユニコーン） ： 那須どうぶつ王国×Chus  

「那須高原のユニコーンサービスを探せ」

ワークショップ4（ハッカソン） ： 那須高原レンタカー×NAVITIME 

「MaaS向けソフトウエアプロトタイピング」

C

特集 ❷
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し
い
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
終

発
表
で
は
、
大
き
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
幾
何

学
模
様
の
筋
を
入
れ
、
折
り
た
た
む
こ
と

で
省
ス
ペ
ー
ス
化
と
デ
ザ
イ
ン
性
を
向
上

し
た
ア
イ
デ
ア
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

笛
木
醤
油
株
式
会
社
か
ら
の
課
題
に
対

し
、
学
生
か
ら
醤
油
の
絞
り
か
す
を
ス

モ
ー
ク
チ
ッ
プ
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う

ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
笛
木
醤
油

の
担
当
者
か
ら
は
「
い
ま
ま
で
に
聞
い
た

こ
と
な
い
ア
イ
デ
ア
で
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

成
功
し
そ
う
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
出
ま

し
た
。
井
上
副
学
長
か
ら
は
「
資
源
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
は
S
D
G
s
に
も
繋

が
る
た
め
素
晴
ら
し
い
」
と
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

那
須
高
原
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

ア
イ
デ
ア
の
力
で
解
決
す
る
変
化
対
応
力

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
那
須
高
原
の
あ
ら

ゆ
る
公
共
交
通
機
関
を
I
T
で
切
れ
目
な

く
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム

M
aaS

（M
obility as a Service

）
を
試

作
す
る
な
ど
、
い
ま
ビ
ジ
ネ
ス
雑
誌
で
取

り
上
げ
て
い
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
多
く
盛

り
込
み
ま
し
た
。

大宮キャンパスでグループワークおやつで息抜き

那須高原ワークショップで那須町長（写真右から2 人目）と対話

最終プレゼンテーション

このプログラム参加はとても有意義でした。同じ
グループのメンバーも多様な国籍で構成されてい
て、ダイバーシティを感じました。最も印象的だっ
たのは栃木県那須町へのフィールドトリップで
す。日本と言えば東京や富士山が有名で、那須町
のことは知りませんでしたが、実際に行ってみて
とても美しい場所だと思いました。

山本 貴三香さん

システム理工学部 
機械制御システム学科3年

Justin Chia Yi Pin さん

シンガポール国立大学 
学部3年生 

英語に苦手意識があり参加が不安でしたが、メ
ンバーが私にも分かりやすいよう配慮してくれて
安心してプログラムに臨むことができました。プ
レゼンテーション発表で使用するパワーポイント
の使い方も日本と異なっていて、技術も学びなが
ら異文化を知ることができました。
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ピアノをハックする
　　 自動演奏機能付ピアノをプログラミング 　　

2019 年 12 月 11 日、芝浦キャンパス１階のオープンラボス
ペースに光と音楽の空間が現れました。デザイン工学科を中心
とした学生有志が集まり、ヤマハ株式会社から借り受けた自動
演奏機能付ピアノ Disklavier を利用し、ソフトウエアプログラ
ミングと掛け合わせたアイデアを実践、発表しました。気象情
報を得てその天気に適した音楽を自動演奏したり、動体検知
を用いて演奏スピードを変化させたり、普段見えづらいプログ
ラミングの成果を音で表現しました。合間には、吹奏楽部や
アカペラサークルなどの有志も公演し、技術と音楽の成果発表
の機会となり、工業大学らしい取り組みとなりました。

左：亀山 翔平さん  デザイン工学科４年

他領域の研究室と交流する機会となり、私自身の研究に
も刺激となる貴重なイベントとなりました。教員・職員、
有志の参加者全員の協力あってこそ成功できたと感謝し
ています。今後、デザイン工学科のメインキャンパスであ
る芝浦キャンパスで、学生主体となって盛り上がるきっか
けとなれば嬉しいです。

右：澤 虹之介さん  デザイン工学科４年　

このイベントは、ピアノを活用した研究活動の認知度を上
げるために企画しました。学内だけでなく学外の人にも興
味を持ってもらうことを意識しながら、自己満足のひとり
よがりな作品・イベントにならないよう腐心しました。

ボールを使ったジャグリング（左）の動きに合わせて自動演奏のスピードを変化させる様子

■協賛企業　ヤマハ株式会社
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シンガポールでデザイン提案商品の販売
　　 日本中小企業とシンガポールマーケット向け商品開発に挑戦 　　

など現実的な製品化のプロセスは難しい反面、モノが
出来上がる面白みを知る機会にもなったそう。指導し
たデザイン工学科橋田規子教授は、「素材を生かした
デザインを試行錯誤してもらえれば、得られる学びは
大きい」と成果を話しました。いくつかのデザインは
実際に、シンガポールの ”supermama” というショッ
プで商品として販売します。

2019 年 4 月、デザイン工学科 3 年生の授業「プロ
ジェクト演習」で、シンガポールのデザイナーやさま
ざまな素材の加工技術をもつ日本企業 8 社と手を組
み、学生が提案して制作した、桐製の絵葉書、金属加
工を施したボタンカバー、マーライオンの箸置きなど
多くのサンプルが出来上がりました。普段、発砲スチ
ロールを使ったサンプル制作を最終作品としている学
生たちにとって、コスト管理や細かい製造方法の指定

勝山 基徳さん  デザイン工学科4年　写真左端

卒業研究の一環として、今回のプロジェクトに参加しま
した。授業でデザインの提案や、日本の企業とやり取り
をするだけでなく、シンガポールへ渡航し、デザイナーと
の打ち合せやデザイン・販売業務のインターンシップを
3カ月実施してきました。日本では高級なイメージのある
黒色や桐製品もシンガポールでは安い・価値が分からな
いと見られるなど、実際に商品化することができるプロ
ジェクトだったからこそ得られる知識が多くありました。

学生提案デザインの商品サンプル

プロジェクトに参加した学生と指導した橋田教授（左から二人目）
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卒業生の「今」

ランニングシューズで世界トップシェアを目指す

梶原 遥さん

芝浦工業大学陸上競技部に駅伝ブロックを立ち上げ、箱根駅伝予選会に出場。ランニングシューズを愛する梶原さんが
卒業後に入社したのは、陸上競技者に愛されるシューズを製造するミズノ株式会社。念願のレーシングシューズ開発担
当として目指すは世界トップシェアだ。

創立以来 10 万人を超える芝浦工業大学の卒業生。
現在、日本はもとより世界各地で活躍しています。
エンジニアはもちろん、さまざまな方面で活躍する卒業生を紹介します。

ミズノ株式会社
グローバルフットウエアプロダクト本部
デザイン・開発部技術開発課　
Expert先行開発担当

● 
相
手
を
思
い
や
る 

シ
ュ
ー
ズ
作
り

「
シ
ュ
ー
ズ
作
り
は
“
愛
”
で
す
」。
仕
事

へ
の
こ
だ
わ
り
を
聞
く
と
、
力
強
い
言
葉
が

返
っ
て
き
た
。
総
合
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー

カ
ー
の
ミ
ズ
ノ
で
、
陸
上
競
技
者
が
競
技
で

利
用
す
る
レ
ー
シ
ン
グ
シ
ュ
ー
ズ
を
開
発
す

る
梶
原
さ
ん
。
陸
上
競
技
、
シ
ュ
ー
ズ
、
そ

し
て
選
手
全
て
に
対
す
る
愛
情
に
あ
ふ
れ
て

い
る
。

損
得
抜
き
で
相
手
を
思
い
や
る
こ

と
、
そ
の
愛
が
開
発
者
と
し
て
重
要
な

こ
と
な
の
だ
と
言
う
。
実
際
に
競
技
が

ス
タ
ー
ト
し
た
ら
、
選
手
は
み
な
1

人
。
監
督
も
チ
ー
ム
メ
イ
ト
も
応
援
は
で

き
る
が
、
最
後
ま
で
走
り
続
け
る
の
は

自
分
自
身
し
か
い
な
い
。
そ
ん
な
と
き
、

シ
ュ
ー
ズ
に
絶
対
の
安
心
を
感
じ
て
も
ら

い
た
い
。
走
り
続
け
る
た
め
に
足
元
だ
け
で

は
な
く
、
心
を
支
え
ら
れ
る
も
の
づ
く
り
が

し
た
い
。
そ
れ
が
、
仕
事
の
根
底
に
あ
る
。

●  

陸
上
で
磨
い
た
前
向
き
思
考

芝
浦
工
業
大
学
は
、
決
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に

秀
で
た
学
生
の
集
ま
る
大
学
で
は
な
い
。
そ

の
な
か
で
、
陸
上
競
技
部
に
駅
伝
ブ
ロ
ッ
ク

を
立
ち
上
げ
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
部

員
を
集
め
、
在
学
中
の
4
年
間
連
続
で
箱
根

駅
伝
予
選
会
に
出
場
す
る
と
い
う
偉
業
を
成

し
遂
げ
た
。予
選
会
は
出
場
す
る
だ
け
で
も
、

1
0,
0
0
0
ｍ
34
分
以
内
の
選
手
が
10
人

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
必
要
が
あ
り
、
素
人
が
考

え
る
ほ
ど
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
ん
な

梶
原
さ
ん
が
陸
上
競
技
を
始
め
た
の
は
、
中

学
１
年
生
の
と
き
。そ
れ
ま
で
は
足
が
遅
く
、

運
動
会
の
か
け
っ
こ
が
と
て
も
憂
鬱
だ
っ

た
。
苦
手
克
服
の
た
め
に
入
部
し
た
の
が
、

陸
上
部
だ
っ
た
。

普
段
か
ら
笑
顔
の
絶
え
な
い
梶
原
さ
ん
だ

が
、
大
学
で
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
の
駅
伝

チ
ー
ム
は
練
習
す
る
環
境
も
、
置
か
れ
て
い

る
状
況
も
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
苦
労
も
多
か
っ
た
。
陸
上
競
技
部
の

主
将
に
な
っ
た
と
き
は
、
自
分
が
辛
い
と
き

で
も
部
全
体
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
必

要
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
で
自
分
以
外
の

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
視
野
が
広
が
っ

た
そ
う
。
不
満
を
感
じ
る
よ
り
は
、
工
夫
す

れ
ば
多
く
の
こ
と
が
で
き
る
と
、
隠
れ
て
い

る
可
能
性
に
目
が
い
く
よ
う
な
マ
イ
ン
ド
が

育
ま
れ
た
。
と
こ
と
ん
前
向
き
思
考
だ
。

●  

シ
ュ
ー
ズ
開
発
と
い
う
仕
事

２
０
１
８
年
発
売
の
「W

AVE 

EKID
EN
12

」
は
、
新
入
社
員
と
し
て
関

わ
っ
た
製
品
。
当
時
陸
上
長
距
離
シ
ュ
ー
ズ

市
場
の
中
で
最
軽
量
の
1
3
0
g
台
を
達

成
し
た
思
い
出
深
い
モ
デ
ル
で
、
コ
ス
ト
や

仕
様
が
制
限
さ
れ
た
な
か
、
最
大
限
の
工
夫

が
で
き
た
。
2
0
1
9
年
発
売
の「W

AVE 

D
U
EL G

TZ

」
に
は
、レ
ー
シ
ン
グ
シ
ュ
ー

ズ
の
開
発
担
当
者
と
し
て
企
画
の
始
め
か
ら

関
わ
っ
た
製
品
で
、
新
し
く
高
反
発
ソ
ー
ル

を
利
用
し
、
シ
ュ
ー
ズ
作
り
の
夢
が
詰
ま
っ

2016 年 3 月  材料工学科卒業
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て
い
る
。

陸
上
選
手
が
レ
ー
ス
で
使
う
よ
う
な

シ
ュ
ー
ズ
の
開
発
が
現
在
の
仕
事
の
た
め
、

実
際
に
現
場
へ
向
か
い
、
ア
ス
リ
ー
ト
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
り
、
大
会
視
察
で
他
社
動
向

を
調
査
し
た
り
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に
、
自

分
で
試
作
品
を
作
成
す
る
こ
と
も
あ
り
、
計

測
、評
価
も
行
う
。
も
ち
ろ
ん
技
術
面
で
も
、

自
社
工
場
、
材
料
メ
ー
カ
ー
、
機
械
メ
ー

カ
ー
を
訪
問
し
、
最
新
情
報
を
得
る
。
こ
う

し
た
仕
事
の
結
果
と
し
て
、
新
し
く
考
え
た

シ
ュ
ー
ズ
の
構
造
や
ア
イ
デ
ア
で
特
許
出
願

ま
で
こ
な
す
。
箱
根
駅
伝
予
選
会
に
出
場
し

た
後
輩
た
ち
の
応
援
は
、
市
場
調
査
の
一
環

で
も
あ
る
。
大
学
で
学
ん
だ
材
料
工
学
の
知

識
も
活
か
せ
て
、
天
職
で
は
な
い
か
と
周
囲

は
簡
単
に
考
え
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
初
め
か
ら
仕
事
が
全
て
順
調

だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
行
開
発
品
の
試

作
の
た
め
に
、
３
カ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で

海
外
工
場
へ
行
き
、
直
接
技
術
者
と
構
造
や

製
法
に
つ
い
て
議
論
し
た
り
、
最
新
技
術
情

報
を
得
た
り
す
る
の
だ
が
、
初
め
て
行
っ
た

海
外
出
張
で
は
、
自
分
の
語
学
力
の
な
さ
に

打
ち
合
せ
で
ほ
と
ん
ど
自
分
の
考
え
が
伝
わ

ら
な
か
っ
た
そ
う
。
そ
の
失
敗
か
ら
、
週
６

日
の
英
会
話
に
通
い
始
め
た
。
結
局
は
、
中

国
語
の
使
用
頻
度
が
高
く
な
り
、
中
国
語
の

資
格
取
得
に
挑
戦
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、

柔
軟
性
が
高
い
。
も
ち
ろ
ん
、
シ
ュ
ー
ズ
の

作
り
方
が
分
か
れ
ば
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
る
と
、
シ
ュ
ー
ズ
の
知

識
吸
収
も
欠
か
さ
な
い
。

●  

ワ
ク
ワ
ク
の
伝
播

梶
原
さ
ん
は
自
ら
も
、
出
場
標
準
記
録

2
時
間
35
分
と
い
う
福
岡
国
際
マ
ラ
ソ
ン
出

場
を
目
指
し
て
、
現
在
も
練
習
に
励
ん
で
い

る
。
競
技
自
体
が
大
好
き
で
、
自
身
も
選
手

で
あ
る
こ
と
が
、
選
手
を
思
い
や
る
シ
ュ
ー

ズ
作
り
に
繋
が
っ
て
い
る
の
だ
。
選
手
が
持

つ
走
り
へ
の
こ
だ
わ
り
に
負
け
な
い
ほ
ど
、

シ
ュ
ー
ズ
作
り
に
こ
だ
わ
り
た
い
。
一
般
人

に
は
到
底
分
か
ら
な
い
、
細
か
い
こ
だ
わ
り

を
積
み
重
ね
て
や
っ
と
た
ど
り
着
く
「
走

り
心
地
が
い
い
」
シ
ュ
ー
ズ
を
作
り
た
い
と

言
う
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ュ
ー
ズ
を

履
き
比
べ
、
小
指
の
付
け
根
が
接
地
す
る

瞬
間
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
で
自
分

の
シ
ュ
ー
ズ
は
決
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
顔

は
、
作
り
手
と
し
て
も
、
選
手
と
し
て
も
完

全
な
る
シ
ュ
ー
ズ
マ
ニ
ア
だ
。

「
皆
さ
ん
が
驚
く
よ
う
な
シ
ュ
ー
ズ
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
ま
す
よ
」。
海
外
ブ
ラ
ン
ド

に
奪
わ
れ
た
陸
上
シ
ュ
ー
ズ
の
シ
ェ
ア
奪
還

を
目
指
す
と
い
う
、
梶
原
さ
ん
の
ワ
ク
ワ
ク

し
た
気
持
ち
が
周
囲
に
ま
で
伝
染
し
て
く
る

よ
う
だ
。
身
近
な
人
か
ら
シ
ュ
ー
ズ
を
履
く

選
手
ま
で
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
モ
ノ
や

コ
ト
を
周
囲
に
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
な
開

発
者
で
あ
り
た
い
。
梶
原
さ
ん
の
シ
ュ
ー
ズ

開
発
者
と
し
て
道
は
ま
だ
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
ば
か
り
だ
。

YO Kajiwara

WAVE DUEL GTZ モデルWAVE EKIDEN12 モデル

開発した WAVE DUEL GTZ を手に
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

敷地・建物概要

建設地 東京都江東区豊洲 3-7-5
敷地面積 30,000.26㎡
構造 鉄骨造 ( 地下：鉄骨鉄筋コンクリート造、地上：鉄骨造 )
階数 地上 14 階、地下１階
延床面積 44,800.00㎡
建築面積 4,430.00㎡

建築主など

建築主 学校法人芝浦工業大学
設計・監理 株式会社日建設計
施工 鹿島建設株式会社

芝
浦
工
業
大
学

創
立
1
0
0
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
2
2
年
4
月
開
設
予
定 「
豊
洲
第
二
校
舎
（
仮
称
）」
着
工

　

こ
の
た
び
、
2
0
2
2
年
4
月
開

設
を
目
指
し
、
豊
洲
キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地

内
に
豊
洲
第
二
校
舎
（
仮
称
）
の
工

事
に
着
工
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

2
0
1
9
年
11
月
18
日
に
起
工
式
を

執
り
行
い
、
江
東
区
関
係
者
、
学
内
関

係
者
お
よ
び
設
計
、
施
工
関
係
者
約
60

人
が
出
席
し
、
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　

創
立
1
0
0
周
年
に
向
け
て
「
ア

ジ
ア
工
科
系
大
学
ト
ッ
プ
10
」
を
目
指

し
、
英
語
で
学
部
教
育
を
行
う
先
進
国

際
課
程
の
研
究
室
設
置
、
研
究
室
の
区

切
り
を
な
く
し
研
究
意
見
交
換
が
自
由

に
行
え
る
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
の
開
設
な
ど

に
よ
り
、さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
・

大
学
院
教
育
充
実
・
研
究
力
強
化
を
す

る
計
画
で
す
。

豊洲第二校舎（仮称）の外観イメージ図

オープンラボイメージ図
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日
本
の
理
工
系
大
学
が
連
携
　
第
3
回
工
大
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　

2
0
1
9
年
11
月
30
日
、
福
岡
工

業
大
学
に
て
第
3
回
工
大
サ
ミ
ッ
ト
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

工
大
サ
ミ
ッ
ト
は
2
0
1
7
年
に

発
足
し
、
日
本
の
理
工
系
大
学
が
共
通

課
題
を
共
有
、
解
決
に
向
け
て
連
携
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

6
大
学
に
加
え
、
今
回
か
ら
新
た
に
神

奈
川
工
科
大
学
が
加
わ
り
ま
し
た
。 

　

今
回
初
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
テ
ー

マ
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
教
育

の
質
保
証
」、「
I
R
」、「
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
」
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
事
例
発
表
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
ワ
ー
ク
で
は
、
金
丸
真
奈
美
さ

ん
（
機
能
制
御
シ
ス
テ
ム
専

攻
2
年
）
ら
各
大
学
の
学
生

代
表
者
が
登
壇
し
、
自
身

が
参
加
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル

P
B
L
・
研
究
留
学
の
内
容

や
学
ん
だ
こ
と
、
ま
た
今
後

そ
れ
を
ど
う
や
っ
て
活
か
し

て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
発

表
し
ま
し
た
。
学
生
の
生
の

声
を
聞
く
こ
と
で
、
参
加
者

が
自
身
の
大
学
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
ん

で
い
け
ば
良
い
の
か
考
え
る

場
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
か

ら
は
、
福
井
工
業
大
学
が
加

入
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
ま

す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

芝
浦
工
業
大
学
は
、
津
田
塾
大
学
と

連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
、
12
月
19
日

に
香
川
大
学
に
て
調
印
式
を
執
り
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
先
般
、
本
学
が
内
閣

府
「
地
方
と
東
京
圏
の
大
学
生
対
流
促

進
事
業
」
に
香
川
大
学
と
共
に
採
択
さ

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
香
川
大

学
学
生
と
の
交
流
を
促
進
す
る
首
都
圏

大
学
の
ハ
ブ
校
の
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
津
田
塾
大
学
も
こ
の
交
流
に
加
わ

り
円
滑
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
教
育
・

研
究
・
学
生
交
流
の
発
展
に
つ
な
げ
る

た
め
、
協
定
を
締
結
す
る
も
の
で
す
。

　

津
田
塾
大
学
は
、
総
合
政
策
学
科
に

お
い
て
重
要
視
し
て
い
る
P
B
L
（
課

題
解
決
型
学
修
）
の
教
育

手
法
に
、
３
大
学
の
学
生

が
交
流
し
て
香
川
県
が
抱

え
る
課
題
を
解
決
す
る
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
適
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
参
加
と
な

り
ま
し
た
。
同
じ
く
香
川

大
学
も
津
田
塾
大
学
と
協

定
を
結
び
、
3
大
学
間
の

協
力
体
制
が
整
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
理
工
系
大

学
と
地
方
国
立
大
学
の
交

流
に
、
女
子
大
学
と
い
う

教
育
環
境
の
異
な
る
学
生

を
取
り
込
む
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充

実
が
期
待
で
き
ま
す
。

津
田
塾
大
学
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
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芝浦工業大学や附属校・併設校のさまざまな取り組みを紹介します。 SIT NEWS

※本紙中の社名ならびに商標は各団体や各企業に属します。

芝
浦
工
大
附
属
中
学
高
等
学
校

 

10
月
３
日
、G

lobal Learning  

C
om
m
ons

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
を
目
的
と
し

た
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
、
英
語
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
教
師
に
よ
る
授
業
、
E
S
S

な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
使
用
し
て
お

り
、
休
み
時
間
や
放
課
後
は
、
こ
こ
で

自
由
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
師
と
会
話
が
で

き
ま
す
。
留
学
資
料
、
英
語
書
籍
を
設

置
し
、
生
徒
が
海
外
体
験
を
発
表
し
た

ポ
ス
タ
ー
も
展
示
。
留
学
生
向
け
の
日

本
語
レ
ッ
ス
ン
も
実
施
し
て
お
り
、
海

外
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
、
12
月
に

は
各
国
の
年
末
年
始
を
テ
ー
マ
に
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
フ

ラ
ン
ス
か
ら
の
留
学
生

が
自
国
の
ク
リ
ス
マ
ス
・

新
年
の
過
ご
し
方
や
料

理
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
画
像
を
見
せ
な
が
ら

日
本
語
、
英
語
で
紹
介
。

日
本
人
生
徒
は
、
家
庭
で

の
年
末
年
始
の
過
ご
し

方
を
口
頭
で
紹
介
し
ま

し
た
。
今
後
も
異
文
化
交

流
の
場
と
し
て
、
月
１
回

程
度
の
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

11
月
16
日
、
中
学
1
年
か
ら
高
校
2

年
ま
で
の
希
望
者
を
対
象
に
、
英
語
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
が
行

わ
れ
、Kenny

副
校
長
、M

organ

教

諭
、Briant

教
諭
が
審
査
し
、
各
学
年

3
位
ま
で
の
入
賞
者
を
決
定
し
ま
し

た
。
高
校
2
年
の
部
優
勝
の
江
上
路
香

さ
ん
、
鳥
羽
拓
郎
さ
ん
は
ふ
た
り
と
も

英
語
科
の
先
生
に
薦
め
ら
れ
、
今
回
が

初
出
場
。

　

江
上
さ
ん
は
、「
聞
い
て
い
る
人
の

方
を
向
い
て
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し
ま

し
た
。
ま
た
、
人
前
で
話
す
こ
と
に
自

信
が
も
て
、
英
語
学
習
に
対
す
る
意
欲

も
増
し
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

　

鳥
羽
さ
ん
は
、「
分
か
り
や
す
い
資

料
を
作
成
す
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た

が
、
大
勢
の
前
で
話
す
こ
と
へ
の
抵
抗

感
が
無
く
な
り
ま
し
た
」
と

優
勝
の
喜
び
と
共
に
語
り

ま
し
た
。

　
M
organ

教
諭
が
赴
任

し
た
30
年
前
か
ら
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を

行
っ
て
お
り
、
2
年
前
か

ら
現
在
の
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
た
英
語
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。
5
年
連
続
出

場
し
た
生
徒
も
い
る
な
ど
、

英
語
を
実
践
的
に
使
用
す

る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

留学生がプレゼンテーションする様子

優勝の鳥羽さん（左）と江上さん（右）

異
文
化
交
流
を
目
的
にG

lobal Learning C
om
m
ons

開
設

English Presentation C
ontest 2019
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芝
浦
工
大
柏
中
学
高
等
学
校

　

11
月
9
日
、
芝
浦
工
業
大
学
柏
高
校

創
立
40
周
年
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
柏
市
長
を
は
じ
め
柏
市
議
会
議

長
、
千
葉
県
私
学
教
育
振
興
財
団
理
事

長
な
ど
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
行
わ
れ

た
式
典
は
、
祝
辞
の
ほ
か
、
生
徒
に
よ

る
W
e
b
コ
ン
テ
ス
ト
の
取
り
組
み

成
果
発
表
、
映
像
に
よ
る
歴
代
生
徒
会

長
の
座
談
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
柏
高
校

の
教
育
活
動
の
充
実
の
様
子
や
こ
の
10

年
間
の
学
校
の
発
展
ぶ
り
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

場
所
を
移
し
て
体
育
館
で
行
わ
れ

た
祝
賀
会
は
、
卒
業
生
よ
る
ピ
ア
ノ

演
奏
の
ほ
か
、
高
校
12
期
卒
業
生
で

2
0
0
6
年
ト
リ
ノ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

ア
イ
ス
ダ
ン
ス
に
出
場
し
た
木
戸
章
之

さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

い
る
柏
高
校
の
校
風
を
感
じ
取
り
、
こ
れ

ま
で
の
年
月
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
10

年
後
の
50
周
年
に
向
け
た
さ
ら
な
る
学

校
の
発
展
を
期
す
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
、
中
国
か
ら
高
校
生
38

人
が
来
訪
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
科
学
技

術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
が
実
施
し
て

い
る
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
・
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
で
、
Ｊ

Ｓ
Ｔ
が
ア
ジ
ア
な
ど
の
優
秀
な
高
校
生

を
招
へ
い
し
、
日
本
の
最
先
端
の
科
学

技
術
を
学
習
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。
当
日
は
第
一
線

で
活
躍
す
る
研
究
者
に
よ
る
英
語
講
演

会
や
日
中
高
校
生
に
よ
る
成
果
発
表
会

を
実
施
。
本
校
生
徒
は
授
業
で
取
り
組

ん
で
い
る
研
究
を
英
語
で

ま
と
め
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
国
の
高

校
生
は
自
国
の
歴
史
や
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
の
特

色
な
ど
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
受
け
入
れ
を

担
当
し
た
研
究
部
長
の
宝

田
敏
博
教
諭
は
「
自
分
の
研

究
内
容
を
同
世
代
の
外
国

の
方
に
英
語
で
伝
え
る
と

い
う
の
は
生
徒
に
と
っ
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
取
り

組
み
で
あ
り
、
英
語
学
習
・

探
究
活
動
の
両
面
に
お
い
て

大
変
刺
激
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

海
外
か
ら
の
高
校
生
と
英
語
で
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン

柏
高
校
創
立
40
周
年
記
念
式
典
　
挙
行

プレゼンテーションの様子
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